
    

高速交通ネットワークの整備促進について 

 

それぞれの地方においては、安全・安心な暮らしの向上に努めるとともに、

特徴的な地域産業の活性化や環境、観光など新しい分野の産業を育成するな

ど、地域の成長戦略に取り組んでいるところである。 

しかし、中四国地域では、その基盤となる高速道路等のネットワークのミ

ッシングリンクや暫定２車線での供用区間などが数多く存在し、企業誘致、

観光振興、地場産品の市場拡大、更には地域防災など、様々な分野で、他地

域と比べ、大きなハンディキャップを負っている。 

また、昨年の東日本大震災や紀伊半島大水害において、緊急輸送道路や陸

の防潮堤、緊急避難場所としての新たな機能、更には広域的なダブルネット

ワークなど、命を守る道としての役割を担う高速道路等の重要性についても、

改めて認識されたところである。 

さらに、中四国地域の一体的かつ均衡ある発展を図るため、また、今後の

大規模災害に対応できる国土基盤を構築するため、西日本における高速鉄道

網の整備により、複軸型国土構造への転換を速やかに図るよう具体的検討を

行う必要がある。 

今後、中四国地域間の交流、連携を促進し、一体的な発展を図る上で、高

速交通ネットワークが多くの利用者に活用され、高速道路等が本来有してい

る機能が十分に発揮されることが重要であることから、次の事項について、

政府に対し強く要請する。 

 

１ ミッシングリンクの早期整備 

国の骨格を形成する高速道路等は、経済社会の発展に不可欠な、最も基

本的な社会基盤であり、大規模災害時や緊急医療等において国民生活を支

える「命の道」としても重要な社会資本であるが、中四国地域には依然と

してミッシングリンクが存在しており、災害に強い国土基盤を構築する観

点からも、国家戦略として、国の責任において、早期にかつ優先的に、高

速道路等のネットワーク全線の整備を進めること。 

 

２ 暫定２車線区間の早期解消 

  高速道路等の定時性、安全性の確保や物流機能の強化、被災復旧時にお

ける交通機能の確保を図るため、暫定２車線区間の４車線化を促進するこ

と。 

 

３ 地方の意見等を踏まえた高速道路等のネットワークの整備 

高速道路等のネットワークの整備の在り方について、その維持も含め、

地方の意見が十分反映される仕組みの下で早急に明確化すること。また、

整備の状況や防災面での評価、自治体の財政力にも配慮すること。 



    

 

４ 高速道路等の有効活用 

地域の活性化や連携強化のほか、「緊急輸送道路」として最大限機能が発

揮できるよう、スマートインターチェンジの増設を図るとともに、サービ

スエリア、パーキングエリアの防災拠点化を図ること。また、利用者の安

全性確保や災害時の緊急避難場所としての活用が可能となるよう、新直轄

区間や地域高規格道路を含めた高速道路等のネットワークにおいて、適切

な間隔でパーキングエリアを設置すること。 

 

５ 高速鉄道網の整備 

  中四国地方における新幹線計画は基本計画路線に位置づけられており、

多様性のある経済圏・大交流圏形成による「多極交流圏の創設」、国土軸の

リダンダンシーの確立と防災力強化による「新たな国土構造の構築」の観

点から、中四国における高速鉄道網について、整備に向けた取組みを進め

ること。 
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